
 

病害虫発生予察情報 ４月予報 概要版（令和５年４月１０日発表） 

群馬県農業技術センター発生予察係（病害虫防除所） 

★４月６日発表 気象の１か月予報（気象庁発表） 

 ・期間の前半は、気温がかなり高くなる可能性があります。 

 ・天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日が多いでしょう。 

 ・平均気温は高い確率６０％、降水量、日照時間ともに平年並の確率４０％です。 

★４月の病害虫予報 注目ポイント！！ 

麦類  赤かび病            ・・・発生時期：早い 発生量：やや多 

      出穂期以降の気温が高く、雨が多いと感染しやすくなります。 

気温が高くなるとムギの生育が早まる可能性があるので、 

防除時期に注意しましょう。 

 

イチゴ  アザミウマ類      ・・・発生量：平年並 

これからの気温の上昇に伴い増加するので注意。 

 

 

アブラムシ類                 ・・・発生量：平年並 

      気温が高くなると有翅アブラムシが平年に比べやや多くなる可能性があります。 

      毎週更新のトラップデータをよく確認してください。 

 

【コラム】  ＜ムギ類＞出穂期は見た感じより早い？？？ 

－赤かび病の防除時期に注意しましょう－ 

ムギ類が出穂期を迎えると、赤かび病の防除時期が近づいてきます。 

ところで・・・防除時期を出穂期後○日でお知らせしていますが、出穂期ってどんな

時期でしょう？？ 

「出穂期とは全茎の４０～５０％出穂した日」※とされています。ここでいう出穂と

は、穂先が葉鞘から出た状態※のことで、止め葉から上に穂先が出てくれば出穂という

ことになります。 

そのため、見た感じより出穂期は早く、農家の皆さんが「出穂したなあ」と感じる時

期は、出穂期から４～６日くらいあとの穂揃期にあたることが多いです。 

ほ場をよく観察して防除時期を逃さないように注意しましょう！ 

※参考：農研機構の小麦調査基準 第 1 版 

 
裏面へ続く 



その他の病害虫  

作 物 名 病 害 虫 名 発生量 特 記 事 項 

イ ネ 縞   葉   枯   病 並 
ヒメトビウンカに効果のある育苗箱施用剤を使用

する。 

ム ギ 類 う ど ん こ 病 並 
風通しや日当たりの悪い場所、軟弱過繁茂の場所

は発生が多くなる。  

ナ シ 赤 星 病 並 胞子の飛散が平年より早く完了する見込み。 

施設果菜類 

灰 色 か び 病 並 現在までの発生量は平年並。 

コ ナ ジ ラ ミ 類 並 
多発すると防除困難になる。 

早期防除に努める。 

キ ュ ウ リ 

褐 斑 病 並 現在までの発生量は平年並。 

ベ と 病 並 
肥料切れや草勢の衰えにより発生が助長される。

適正な肥培管理を行う。 

う ど ん こ 病 並 
多発してからの防除は効果が劣る。 

早めに防除を行う。 

イ チ ゴ ハ ダ ニ 類 並 
気温の上昇に伴い発生量が増加する。 

早期発見、早期防除に努める。 

ナ ス ハ ダ ニ 類 並 現在までの発生量は平年並。 

夏秋キャベツ コ ナ ガ 並 

現在までの育苗ほにおけるトラップ誘殺数は平年

並だが一部で発生が早い。苗へのコナガの寄生が

心配される場合は防除を行ってから採苗する。 

                     

詳しい予報はこちらから 

             病害虫発生予察情報一覧へリンク 

             トラップデータも毎週更新中！！ 

             （https://www.pref.gunma.jp/07/p14210015.html） 

 

★農薬の使用に際しては、必ず農薬のラベルに記載されている使用方法、注意事項等を確認して適

正に使用してください。 

★農薬散布後は器具をよく洗浄し、前に散布した農薬が混入しないよう注意しましょう。 

★４月～６月は農作業安全確認運動の実施期間です。今春のテーマは「徹底しよう！農作業の転落・

転倒事故」です。ほ場周辺の危険個所の確認、改善を行うなど、事故防止に努めましょう。 

https://www.pref.gunma.jp/07/p14210015.html

